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作成日 更新日 作成者 頁

07/11/27 ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ

PRJ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける）

CPJ COMMONﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける）

JPN 環境ﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける）

DAT ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける SQL系のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの場合、空白にする）

XML xmlﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける）

WRK ﾜｰｸﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞ（最後に\を付ける）

KNO M_管理ﾏｽﾀを使用する時の[M_KAN_管理番号]

LGN ﾛｸﾞｲﾝ使用区分 0:使用しない 1:使用する

SRV ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｻｰﾊﾞ名（SQL系のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの場合に必要 ORCLの場合は接続文字列を指定する）

USR ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾕｰｻﾞ名（SQL系のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの場合に必要）

PAS ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ（SQL系のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの場合に必要）

DBN ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ名（SQL系のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの場合に必要）

EPG ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ最終番号

EVL 共通変数最終番号

論理名 説 明

論理名設定一覧表
システム名

J-StandardMagic


